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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

生薬の原料をこの地から生薬の原料をこの地から

漢方薬の原料となる薬用作物。農業の複合経営の作物と漢方薬の原料となる薬用作物。農業の複合経営の作物と
して市内で栽培を進める仙北市薬草生産組合の佐々木英して市内で栽培を進める仙北市薬草生産組合の佐々木英
政組合長にお話を伺いました。（関連記事 2ページ）政組合長にお話を伺いました。（関連記事 2ページ）



　
漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
薬
用
作
物
。

市
内
で
は
、
平
成
26
年
に
「
仙
北
市
薬

草
生
産
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
薬
用
作

物
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
組
合
長

の
佐
々
木
英
政
さ
ん
は
、
薬
用
作
物
を

農
家
の
複
合
経
営
の
基
盤
へ
成
長
さ
せ

よ
う
と
設
立
当
初
か
ら
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
安
定
し
た
栽

培
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
道

の
り
は
決
し
て
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
今
回
は
、
薬
用
作
物
の
栽
培

が
も
た
ら
す
農
業
の
複
合
経
営
の
可
能

性
を
佐
々
木
さ
ん
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

新
た
な
作
物
栽
培
へ
の
挑
戦

　
稲
作
を
中
心
と
す
る
仙
北
市
の
農

業
は
、
農
地
の
集
約
化
が
進
む
一
方

薬
用
作
物
栽
培
へ
の
挑
戦

で
、
担
い
手
の
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
高
齢
者
で

も
栽
培
が
可
能
で
収
穫
物
は
契
約
単
価

に
よ
っ
て
買
い
取
ら
れ
る
薬
用
作
物
の

栽
培
が
、
農
業
収
入
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
し
て
平
成
26
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
１
年
目
は
、
薬
用
作
物
の
品
種
の
一

つ
「
ビ
ャ
ク
シ
」
を
栽
培
す
る
も
、
ほ

と
ん
ど
収
穫
に
な
ら
な
か
っ
た
と
佐
々

木
さ
ん
。
栽
培
経
験
が
な
い
一
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
気

候
や
土
壌
に
合
っ
た
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の

確
立
ま
で
に
は
失
敗
も
多
く
あ
っ
た
と

の
こ
と
。「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
も
苗
を
植

え
た
翌
年
か
ら
４
年
目
の
収
穫
に
な
る

た
め
、
当
初
は
栽
培
を
断
念
す
る
農
家

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

実
績
を
重
ね
栽
培
面
積
拡
大
へ

　
そ
の
後
、
同
組
合
は
生
育
記
録
を
も

と
に
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
管

理
機
械
も
国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
整
備
し
ま
し
た
。
栽
培
の
管
理
体
制

を
整
え
て
い
っ
た
結
果
、
栽
培
面
積
を

徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
組
合
設

立
当
初
、
市
内
に
約
２
㌶
だ
っ
た
栽
培

面
積
は
、
現
在
で
は
約
10
㌶
ま
で
拡
大
、

佐
々
木
さ
ん
も
約
４
㌶
に
薬
用
作
物
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
２
月
に
は
同
組
合
と
株
式

会
社
ツ
ム
ラ
、
仙
北
市
の
３
者
が
生
薬

栽
培
促
進
の
覚
書
を
締
結
、
仙
北
市
で

の
産
地
拠
点
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
市
内
農
地
を
活
用
し
た
栽
培
が
加

速
し
て
い
き
ま
す
。

複
合
経
営
に
適
し
て
い
る

栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
薬
用
作
物
の
う
ち
、
ビ
ャ
ク
シ
は
春

に
種
を
蒔
き
、
そ
の
年
の
秋
に
収
穫
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
秋
に
定
植
し
、
そ
れ
か

ら
４
年
後
の
秋
に
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
薬
用
作
物
の
収
穫
時

期
は
米
の
収
穫
後
に
な
る
た
め
複
合
経

営
に
適
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。
収

穫
ま
で
の
期
間
、
除
草
作
業
な
ど
は
あ

り
ま
す
が
、
病
害
虫
の
被
害
も
多
く
は

な
く
現
在
で
は
安
定
し
た
収
穫
量
が
見

込
め
る
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
栽
培
し
た
薬
用
作
物
は
ツ
ム

ラ
が
契
約
単
価
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る

た
め
、
価
格
の
変
動
に
影
響
さ
れ
ず
安

定
し
た
収
入
を
見
込
め
る
点
も
複
合
経

営
に
適
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

生
ま
れ
る
雇
用
の
場

　
佐
々
木
さ
ん
の
ほ
場
で
は
、
栽
培
面

積
の
拡
大
に
よ
り
、
佐
々
木
さ
ん
家
族

３
人
の
ほ
か
に
、
５
人
を
雇
用
し
て
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
薬
用
作
物
の

栽
培
に
は
定
植
か
ら
加
工
調
製
ま
で
１

年
中
作
業
が
あ
り
、
規
模
拡
大
に
は
労

働
力
が
必
要
。
今
後
、
市
内
の
栽
培
面

積
が
拡
大
す
れ
ば
新
た
な
雇
用
に
も
つ

な
が
る
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
平
成
30
年

に
は
、
同
組
合
が
社
会
福
祉
法
人
秋
田

この人にちょっとこの人にちょっと

インタビューインタビュー

In
te

rv
ie

w

1  ビャクシの種の選別作業の様子。　 2  畝間の雑草抑制のためシャクヤクの畑にもみ殻をまく
愛仙の利用者の皆さん。  3  収穫のため掘り起こしたシャクヤク。根の部分が生薬の原料にな
ります。  4  薬用作物の生産拡大に貢献したとしてツムラから仙北市に感謝状が贈られました。

佐々木英政 さん

ふ
く
し
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
、
仙
北
市
と
農

福
連
携
協
定
を
締
結
し
、
同
法
人
が
運

営
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
「
愛
仙
」
の
利
用
者
が
佐
々
木
さ
ん

の
ほ
場
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
「
栽
培
規
模
が
小
さ
け
れ
ば

家
族
だ
け
で
も
十
分
で
き
る
。
そ
の
分

の
収
入
も
確
実
に
入
っ
て
く
る
の
で
、

新
規
で
始
め
る
農
家
が
増
え
て
く
れ
れ

ば
」
と
も
話
し
ま
す
。

よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

　
組
合
設
立
か
ら
お
よ
そ
７
年
半
。
着

実
に
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
単
価
の
低
さ
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
単

価
が
上
が
る
こ
と
で

新
規
で
栽
培
を
考
え

て
い
る
農
家
の
後
押

し
に
も
な
る
。
薬
用

作
物
を
複
合
経
営
の

作
物
と
し
て
勧
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
農
業
収
入
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
佐
々
木
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
今
年

度
か
ら
複
合
経
営
の

重
点
作
物
と
し
て
薬

用
作
物
を
指
定
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し

10
㌃
あ
た
り
５
万
円

の
交
付
を
始
め
ま
し

た
。

　
佐
々
木
さ
ん
に
今

1

後
の
展
開
を
伺
う
と
「
ツ
ム
ラ
か
ら

は
仙
北
市
の
栽
培
面
積
や
品
質
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
る
た

め
に
も
若
い
人
材
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
栽
培
面
積
を
少
し
で
も
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話

し
ま
す
。

　
実
績
の
な
い
薬
用
作
物
の
栽
培
に
着

手
し
、
様
々
な
困
難
を
経
験
し
て
き
た

佐
々
木
さ
ん
の
言
葉
に
は
自
信
と
力
強

さ
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
着
実
に
一

歩
ず
つ
歩
ん
で
き
た
道
の
り
が
、
薬
用

作
物
の
栽
培
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

2

3 4

平
成
26
年
の
組
合
設
立
当
初
か
ら
薬
用
作
物
の
栽

培
に
取
り
組
む
佐
々
木
さ
ん
。

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症対策情報対策情報

新型コロナウイルス感染症対策本部
（仙北市総務課内）　　　☎43-1111
（仙北市総合防災課内）　☎43-1115

問合せ 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎43-3305仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎43-3305

11月10日現在版11月10日現在版

緊急の感染防止対策の
８項目の要請を解除しました

！！

　マスク（不織布）の着用、こまめな手洗い、消毒、３
密の回避、換気などの基本的な感染症対策を徹底しま
しょう。また、健康観察（検温など）を行い、発熱や倦
怠感、のどの痛みがある場合は、発熱外来を受診する
ようにお願いします。

① �日常お会いする方以外との接触の自粛。
② �会合などは、真に必要なもの以外は避ける。
③ �飲酒を伴う会食は、控える。
④ �健康観察（検温など）を行い、発熱やけん怠感、の

どの痛みがある場合は、発熱外来を必ず受診する。
⑤ �濃厚接触者になった場合は、ほかの方との接触を

しない。
⑥ �県外との不要不急の往来の自粛。
⑦ �「３密」の回避（密集、密接、密閉）。
⑧ �マスク（不織布）の着用とこまめな手洗い、消毒。

　新型コロナウイルスワクチン接種は、10月30日を
もって集団接種が終了し、11月の追加接種も予約の受
け付けが終わりました。
　これまで、接種を希望しているが一回もワクチン接
種を受けていない方については、仙北市には 11月中に

国からのワクチン供給が予定されており、現在、医療
機関と日程などの調整を行っていますので、皆さまに
は広報12月1日号で接種日程をお知らせします。
　次回の接種をもって今年度の 1回目・2回目を終了
しますので、接種をご希望の方はご検討ください。

　8月に入り感染者が増加したことから、以下のとお
り 8項目の感染防止対策に関するお願いをしていまし
たが、秋田県の新型コロナウイルス感染警戒レベルが
2に引き下がったことから、11月1日より解除しまし
た。 飲食を伴う集まりについて！！

　飲食を伴う集まりは、屋内外にかかわらず、長時間
を避け、なるべく普段一緒にいる人またはワクチン接
種を受けた人とマスク会食を行うとともに、参加人数
に応じた席の配置や換気の徹底など感染リスクの回避
に留意してください。
　会食の際は、できるだけ仙北市内の飲食店を利用し
ましょう！

要請していた8項目（11月1日解除）

ワクチン接種は次回最終！

引き続き基本的な
感染対策をお願いします

！！

県外との往来について！！

　県外との往来は、できるだけワクチン接種（2回目
接種から 2週間程度経過）後とし、感染リスクに十分
留意しましょう。

11 少人数・短時間で、なるべく一緒にいる人と

22 深酒・はしご酒はひかえ、適度な酒量で
33 箸やコップは使いまわさず、一人ひとりで
44 �座るときは、お互いの正面や真

横を避け、斜め向かいに

55 �飲食するときだけマスクを外し、
会話の時にはマスクをつけて

感染リスクを下げながら会食を楽しむ55つのポイント

問合せ
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

そ
の
ほ
か
募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
市
立
田
沢
湖

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.hana.or.jp/~thos/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種
／
管
理
栄
養
士

●
募
集
人
数
／
１
人

●�

業
務
内
容
／
病
院
内
に
お
け
る
管
理
栄

養
士
の
業
務（
栄
養
指
導
、
栄
養
管
理

計
画
書
作
成
、
食
数
管
理
、
給
食
管
理

な
ど
）

●�

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日（
期
間
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

市
立
田
沢
湖
病
院
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
田
沢
湖
病
院 

総
務
管
理
課 

☎（
43
）１
１
３
１

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
市
立
田
沢
湖
病
院（
総

務
管
理
課
）へ
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送

可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

●�

面
接
日
／
日
程
調
整
の
う
え
実
施
し
ま

す
。

応
援
金
の
申
請
期
間
に
入
り
ま
し
た
！

　
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
た

方
で
、
学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
仙
北
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
正
社
員

と
し
て
就
職
し
た
仙
北
市
内
に
お
住
ま
い

の
、
年
齢
が
30
歳
未
満
の
方
を
対
象
と
す

る「
仙
北
市
ふ
る
さ
と
就
職
応
援
金
」の

仙
北
市
ふ
る
さ
と
就
職
応
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
５
１

令
和
３
度
分
の
申
請
が
10
月
１
日
よ
り
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
応
援
金
は
、
就
職
後
６
か
月
が
経

過
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に

就
職
し
た
新
規
学
卒
者
の
方
は
、
要
件
を

満
た
せ
ば
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
秋
田
県
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
７
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
混
浴
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
田
県
内
の
公
衆
浴
場
の
混
浴
制
限
年
齢
が

10
歳
か
ら
７
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開

催
を
延
期
し
て
い
た
仙
北
市
成
人
式
は
次
の
と
お
り
開
催

予
定
で
す
。

　
成
人
式
の
案
内
状
は
、
11
月
下
旬
ま
で
に
対
象
者
の
方
々

に
送
付
し
ま
す
。

●�

開
催
日
時

令
和
２
年
度
対
象
者

▼�

令
和
４
年
１
月
８
日
㈯ 

13
時
30
分
～（
受
付
は
12
時
30
分

か
ら
）

▼�

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

令
和
３
年
度
対
象
者

▼�

令
和
４
年
１
月
９
日
㈰ 

13
時
30
分
～（
受
付
は
12
時
30
分

か
ら
）

▼�

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
場
所
／
仙
北
市
民
会
館

仙
北
市
成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

（
西
木
庁
舎
） 
☎（
43
）３
３
８
３

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
を
目
指
し
た
各
種
講
座

の
受
講
者
を
12
月
6
月
㈪
ま
で
募
集
し
ま
す
。

　
講
座
内
容
の
詳
細
は
、
広
報
せ
ん
ぼ
く
11
月
１
日
号

の
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

①
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
②
・
③
は
電
話（
43ｰ

３
３
１
５
）

ま
た
は
メ
ー
ル（sousei@

city.sem
boku.akita.jp

）か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
な
ど
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室 （
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
体
験
を
通
し
た

ＩＩ
Ｔ
ス
キ
ル
な
ど
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座

●�

日
時
／
第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で
す
べ
て
の
日
程

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回･･･

12
月
18
日
㈯ 

13
時
〜
16
時

▼
第
２
回･･･

令
和
４
年
１
月
８
日
㈯ 

13
時
〜
16
時

▼
第
３
回･･･

令
和
４
年
１
月
29
日
㈯ 

10
時
〜
17
時

※�

右
記
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
自
主
学
習
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
通
学
通
勤
の
高
校

生
～
社
会
人

●�

定
員
／
10
人（
希
望
者
多
数
の
場
合
、
志
望
理
由

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
）

●
参
加
料
／
無
料

●�

申
込
方
法
／
下
記
、
二
次

元
コ
ー
ド
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

実
機
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
の

習
得
を
目
的
と
し
た
講
座

●�

日
時
／
12
月
17
日
㈮ 

①
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※�

①
と
②
は
同
内
容
で
す
。
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
が
不
安
な
方

●
定
員
／
各
回
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
料
／
無
料

●�

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
モ
ラ
ル
、
Ｗ
ｅ
ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
安
全
・
安

心
な
利
用
方
法
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座

●
日
時
／
12
月
18
日
㈯ 

10
時
30
分
〜
12
時

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３

年
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
／
15
組
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
料
／
無
料

●�

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
氏
名
・
お
子

さ
ま
の
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座

❶

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

❷
小
中
学
生
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

❸

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付

窓
口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い

て
は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
が
な
い
場
合
は
お
受
け
取
り
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
納
期
が
ま
だ
来
て
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す
！

●
日
時
／
11
月
30
日
㈫ 

17
時
15
分
～
19
時

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
角
館
・
西
木
市

民
セ
ン
タ
ー

●
11
月
30
日
㈫
納
期
限
の
税
目

▼
固
定
資
産
税　
第
4
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
5
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第
5
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
の
11
月
30
日
㈫

で
す
の
で
、
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
２
３

納
税
に
は
口
座
振
替
が便

利
で
安
心
で
す
！

　
納
付
書
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
取
り
扱
い
金

融
機
関
、
税
務
課
ま
た
は
角
館
・
西
木
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●�

取
り
扱
い
金
融
機
関
／
▼
秋
田
銀
行 

▼

北
都
銀
行 

▼
羽
後
信
用
金
庫 
▼
東
北
労

働
金
庫 

▼
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合 

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

●�

必
要
な
も
の
／
▼
通
帳 

▼
通
帳
届
出
印 

▼
口
座
振
替
を
申
し
込
む
対
象
の
納
付

書 

▼
申
込
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド（
市
役
所
の

窓
口
に
提
出
す
る
場
合
）

事
業
の
内
容
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w
w
w
.city.

sem
boku.akita.jp/new

s_topics/w
hatsnew

.php?id=2314

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

↑　　　↑
申し込みはこちらから。

成人式のお知らせ

対象者は平成11年４月２日～

平成13年４月１日生まれの方

です。
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仙
北
市
子
育
て
推
進
課

☎
43
‐
２
２
８
０

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
家
庭
的
保
育
事
業

令和 4 年度

保育料の算出方法
　認定こども園・認可保育園・家庭的保育事業の保育料は、保護者の市区
町村民税の課税状況、施設の利用時間、児童の年齢によって算出されます。
※ �3 歳児～ 5歳児は無償化となっています。

▶子育て推進課（角館庁舎）
▶田沢湖・西木市民センター
▶各出張所
※�すでに入園されている児童へは、在籍し
ている園より配布します。

12/ 11　～ 15　15　水 水申込期間

11/ 1919　　～金
申込書類
配布開始

施設利用案内・
申込書配布場所

施設利用
手続きの流れ

入
園
案
内

入
園
案
内

新規入園希望
⇒仙北市子育て推進課、田沢
湖・西木市民センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（12月15 日まで）

3歳未満の児童
（令和元年 4 月 2 日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（平成 28 年 4 月 2 日～
令和元年 4 月 1 日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（12月15日まで）

入園許可書の通知（令和 4年1月頃）
支給認定証の交付（令和 4 年 2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聞き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 4 年 1月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和 4年2月）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園
家庭的保育事業

保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれかに該当するこ
とが必要です。
☑就労　☑妊娠・出産　☑保護者の疾病、障がい　☑同居者の介護など　
☑災害復旧　☑求職活動　☑就学　☑虐待やDVの恐れがある　
☑育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続利用が必要
☑その他、上記に類すると認められる場合
※�そのほか詳細は、配布する施設利用案内をご覧ください。

ご利用前にご利用前に確認確認を！を！

施設名 定員

だしのこ園
田沢湖生保内字武蔵野117-263　☎43-1025

127 人

神代こども園
田沢湖神代字珍重屋敷89-3　☎44-2502

109 人

にこにここども園
西木町門屋字六本杉2-1　☎47-2525

84 人

ひのきないこども園
西木町桧木内字高屋137　☎48-2345

36 人

角館こども園 ※
角館町中菅沢 91-1　☎53-2918

214人

幼稚園と保育園の特徴をあわせ持った施設

幼保連携型 認定こども園

教育時間利用
▶入園対象　3歳～就学前の児童。
▶利用時間　月～金　8:30～ 15:30
　※土・日曜日、祝日、長期休業、年末年始を除く
　教育時間以外で預かり保育事業も実施します。

保育時間利用
▶�入園対象　0歳（産休明け満8週経過後）～就学前
の児童。

▶�利用時間　月～土　7:30～ 18:30までの保育を必
要とする時間

　※日曜日、祝日、年末年始を除く

※ �令和 4 年 4 月より運営主体が「社会福祉法人 はなさ
き仙北」になります。

〈運営主体〉社会福祉法人 はなさき仙北

▶�入園対象　0歳（産休明け満8週経過後）～就学前
の児童。

▶�利用時間　月～土　7:30～ 18:30までの保育を必
要とする時間

※日曜日、祝日、年末年始を除く

施設名 定員

市立白岩小百合保育園
角館町白岩上西野93-1　☎54-1083 60人

市立角館西保育園
角館町雲然田中437-2　☎53-2522 60人

市立中川保育園
角館町川原羽黒堂324-1　☎53-2404 45人

0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童

認可保育園〈運営主体〉仙北市

保育を必要とする0歳（産休明け満8週経過後）～3歳
未満の児童。家庭的な雰囲気の中で少人数の保育を行う
施設

施設名 定員

保育室ねむねむのき
田沢湖生保内字武蔵野105-403
☎ 090-2796-9092（管理者　田中）

3人

▶�入室対象　0歳（産休明け満8週経過後）～3歳未
満の児童。

▶�開所時間　月～金　8:00～18:00
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

家庭的保育事業

詳しくは、仙北市ホームページからも確認できます。
（https://www.city.semboku.akita.jp/news_topics/whatsnew.php?id=3054）

問合せ
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にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリ
ハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですハビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
9月末 84人

10月入所   8人
10月退所 11人

10月末 81人
平均要介護度  2.85

※訂正とお詫び
　広報10月16日号の利用者の状況
について、人数に誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。
9月退所者数　　誤 10人  正 9人
9月末利用者数　誤 83人  正 84人

－　第23号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいています。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいています。

介護員を募集しています。介護員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

にしき園入所の優先度について
　にしき園は介護老人保健施設ですので、次のような方々を比較的優先し
て受け入れさせていただいています。

▼ 機能の改善が期待できて在宅復帰を目指す方

▼ �医療・栄養・リハビリ・介護によって病状や体調が安定し、機能の維持を
目指す方

▼ 経管栄養・カテーテルなど医療依存度が高い方
　また、にしき園は医療設備が限られていま
すので、対応困難と判断される場合は残念な
がらお断りせざるを得ないこともあります。
　ケースによって異なりますが、まずはお気
軽にご相談ください。自立支援と望む暮らし
の実現のためにお手伝いをします。

き
れ
い
に
な
っ
た
外
壁
と
紅

葉
し
た
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
。

保
健

と

の

健
康

掲
示
板

シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野 栄養・食生活（野菜）～

健康に欠かせない健康に欠かせない野菜野菜の力の力
毎
食
、
野
菜
を
し
っ
か
り

食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

野
菜
に
は
体
の
調
子
を
整
え
、

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
に
は
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

▼ �

肥
満
予
防･･･

豊
富
な
食
物
繊
維

が
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。

▼ �

高
血
糖
予
防･･･

食
物
繊
維
の
働

き
で
、
食
後
の
血
糖
値
の
急
上
昇

を
抑
え
ま
す
。

▼ �

高
血
圧
予
防･･･

含
ま
れ
て
い
る

カ
リ
ウ
ム
に
よ
っ
て
塩
分
の
排

泄
を
促
し
ま
す
。

▼ �

脂
質
異
常
予
防･･･

食
物
繊
維
に

よ
っ
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸

収
を
抑
え
ま
す
。

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

☎
43ｰ

２
２
５
２

毎
食
、
野
菜
を
食
卓
に

野
菜
を
上
手
に
プ
ラ
ス
す
る
コ
ツ

▼ �「
煮
る
、
炒
め
る
、
蒸
す
」で「
か

さ
」を
減
ら
し
、食
べ
る
量
を
ア
ッ

プ
す
る
。

▼ �

手
軽
な
カ
ッ
ト
野
菜
を
利
用
す

る
。

▼ �

冷
凍
野
菜
を
常
備
し
て
い
つ
で

も
プ
ラ
ス
す
る
。

▼ �

み
そ
汁
や
ス
ー
プ
を
具
だ
く
さ

ん
に
す
る
。

▼ �

外
食
の
際
は
野
菜
料
理
の
付
い

た
定
食
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
。

1
日
に
必
要
な

野
菜
の
量

　

目
標
量
は
1
日

３
５
０
グ
ラ
ム
で
す

が
、
秋
田
県
の
現
状
は

２
７
６
グ
ラ
ム（
Ｈ
28

年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
よ
り
）で
す
。
あ
と

約
70
グ
ラ
ム（
1
皿
程

度
）不
足
し
て
い
ま
す
。

　

寒
く
な
り
、
風
邪
を
ひ
い
た

り
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
野
菜
を
し
っ

か
り
食
べ
て
免
疫
力
を
高
め
、

元
気
な
体
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
ま
で
に
目
指
す
指
標

野
菜
を
1
日
2
回
以
上

食
べ
る
方
を
増
や
す

目
標
値 

70
％

（
２
０
１
８
年
仙
北
市
の
現
状 

56
・
５
％
）

ほうれん草の
おひたし

大根の
煮物 野菜炒め野菜

サラダ

70g70g140g140g70g70g70g70g

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第 121 号

№121

　市内小学校６年、中学校３年を対象に実施された調査結果の概要についてお知らせします。今後、
分析を進め、詳細な結果と改善方策を仙北市ホームページに掲載します（12 月初旬予定）。

　
生
徒
会
副
会
長
の
門
脇
柚
香
さ

ん
（
3
年
）
が
紹
介
し
ま
す
。

　

本
校
の
プ
チ
自
慢
は
、
学
校
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ク
ー

リ
ン
」で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
平
成
27
年
度
生
徒
会
執
行
部
が

中
心
と
な
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

命
名
し
ま
し
た
。

　

ク
ー
リ
ン
の
体
の
部
分
は
、
小

山
田
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
鎌

足
和
紙
か
ら
で
き
て
い
て
、
今
も

集
会
な
ど
に
登
場
し
て
中
学
校
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も

親
し
み
や
す
い
の
で
、
西
木
地
区

や
仙
北
市
を
代
表
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
ク
ー

リ
ン
を
大
切
に
し
て
、
次
の
世
代

に
つ
な
ぎ
、
学
校
の
絆
の
象
徴
と

し
た
い
で
す
。

　
伝
統
を
引
き
継
ご
う
と
い
う
気

概
を
感
じ
ま
し
た
。
仙
北
市
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
、
骨
太
の
子
ど
も
育

成
、
確
実
に
前
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
お
得
意
の
決
め
ポ
ー
ズ
！

質問事項 小学校（％） 中学校（％）
市 国 県 市 国 県

学習の中で ICT 機器を使うのは勉強の役に立
つと思う 95.8 94.5 96.3 98.0 93.2 96.0

将来の夢や目標を持っている 90.4 80.3 87.7 77.8 68.6 77.4

今住んでいる地域の行事に参加している 72.9 58.1 73.7 77.8 43.7 65.7

地域や社会をよくするために何をすべきかを考
えている 62.0 52.4 67.5 63.4 43.8 62.7

平日、学校の授業以外に 1日あたり小学校は 1
時間、中学校は 2時間以上勉強をしている 59.0 62.5 71.1 23.8 41.8 32.4

普段、1日当たりゲームをする時間が 1時間未
満である 23.5 23.7 24.6 24.7 19.7 25.7

新聞を読んでいる 19.9 14.8 21.7 17.4 10.4 17.3

　69個の質問に、「あてはまる」「どちらかといえば、あてはまる」「どちらかと
いえば、あてはまらない」「あてはまらない」の４項目から選択して回答。集計は、
前者２項目を合計して算出。

▶�１人１台の ICT 機器を導入し授業
に活用したことで、子どもたちが
その有効性を実感している。

▶�各校でのキャリア教育・進路指導、
市の夢先生事業などを通して、将
来の夢をしっかりもつ子どもが
育っている。

▶�ふるさとの行事に参加し、ふるさ
とのことを考えるなど、ふるさ
とを大切にする子どもが育ってい
る。

▶�平日や休日の学習時間をどう充実
させていくか、ゲーム時間をどう
管理するかが今後の課題である。

▶�新聞を市内全校の各学級に配布し
たことで、子どもたちの新聞離れ
防止に一役をかっている。

令和3年度 全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします

プ
チ

わ
が
校
の
自
慢 

～
西
明
寺
中
学
校
編
～

～
西
明
寺
中
学
校
編
～

❶ 学力調査の結果から 仙北市では国や県の平均正答率と比較して、次の３段階で公表しています。

改善が必要な状況 概ね満足できる状況 十分満足できる状況

国や県の平均正答率と比較して･･･ ｰ 6％以下 + 6％以上

　小学校６年（国語）は、国と比較して「十分満足できる状況」に、県と比較して「概ね
満足できる状況」にある。小学校６年（算数）、中学校３年（国語）、中学校３年（数学）
は国・県と比較して「概ね満足できる状況」にある。

❷ 質問紙の結果から ･･･ 仙北市の重点目標や重点施策に関する項目

ま
と
め

まとめ
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仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム
協力隊コラム

　
皆
さ
ま
、
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
シ
ョ
ウ
で
す
。

最
近
、「
シ
ョ
ウ
さ
ん
の
書
道
は
何
級

で
す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
な

ぜ
書
道
の
レ
ベ
ル
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
増
え
た
か
と
い
う
と
、
10
月
16
日

と
17
日
に
台
湾
祭
で
春
聯(

し
ゅ
ん

れ
ん)

書
道
体
験
を
行
っ
た
か
ら
で

す
。
ち
な
み
に
、
日
本
で
は
書
道
で

す
が
、
台
湾
で
は
「
書
法
」
と
言
い

ま
す
。
近
年
台
湾
で
も
書
法
検
定
は

あ
り
ま
す
が
、
私
の
学
生
時
代
に
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
台
湾
祭
で
は
、
当
初
、
台
湾
ス
イ
ー

ツ
の
手
作
り
体
験
を
す
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
春
聯
書
道

体
験
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

手
作
り
体
験
の
内
容
は
、「
愛
玉
子

ゼ
リ
ー
」
と
い
う
ス
イ
ー
ツ
を
作
る

予
定
で
し
た
。
愛
玉
子
の
種
子
を
布

袋
に
入
れ
て
水
の
中
で
10
分
ほ
ど
揉

ん
で
い
る
と
ペ
ク
チ
ン
質
が
溶
け
出

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
常
温
で
置
い
て
、

凝
固
し
た
ら
完
成
で
す
。
愛
玉
子
ゼ

リ
ー
は
氷
水
や
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て

食
べ
ま
す
。
レ
モ
ン
と
ハ
チ
ミ
ツ
と
の

相
性
が
い
い
で
す
。
私
が
台
湾
に
い

た
時
は
、
夏
に
よ
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。
愛
玉
子
の
種
子
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
作
る
の
も

簡
単
な
の
で
、
夏
に
ぜ
ひ
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
春
聯
は
、
正
月(

中
華
圏
で
は
旧

正
月)

に
、
赤
い
紙
に
縁
起
の
よ
い

文
字
を
書
い
て
、
家
の
入
口
な
ど
に

貼
る
縁
起
物
の
一
種
で
す
。
春
聯
の

形
は
色
々
あ
り
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な

の
は
一
文
字
の
福
、
春
、
満
な
ど
で
、

今
回
の
春
聯
体
験
で
書
い
た
の
は
、

複
数
文
字
を
組
み
合
わ
せ
、
作
っ
た

文
字
で
す
。
例
え
ば
、「
日
日
有
財
」

や「
招
財
進
寶
」を
一
文
字
に
し
ま
す
。

　
高
校
ま
で
は
自
宅
に
貼
る
春
聯
は
、

私
が
書
い
て
い
ま
し
た
。
書
道
は
小

鐘 偉 倫
趣味

学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
４

年
間
、
週
一
回
書
道
教
室
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
今
は
旅
行
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
昔
は
美
術
に

関
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
て
、
素

描
、
水
彩
、
水
墨
画
を
習
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
将
来
は
美
術
の
先

生
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
て
、
実

は
大
学
に
進
学
す
る
時
、
美
大
に
も

合
格
し
て
い
ま
し
た
が
、
趣
味
と
し

て
続
け
る
の
も
い
い
と
思
い
、
美
大

に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
趣
味
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
は
人
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
個
人
的
に
は
ス

ト
レ
ス
発
散
で
す
。
休
日
は
好
き
な

こ
と
に
専
念
し
て
、
心
を
落
ち
着
か

せ
、
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ま
す
。
悩
ん

だ
り
疲
れ
た
り
し
た
時
、
趣
味
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
、
気
分
転
換
も
で
き

ま
す
。
よ
く
キ
ャ
ン
プ
場
に
来
ら
れ

る
常
連
さ
ん
も
、
き
っ
と
そ
う
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
仙
北
市
に
来
て
１
年
が
経
ち
、
新

し
い
趣
味
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
、人
生
で
初
め
て
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
ふ
れ
合
っ
て
惹

か
れ
ま
し
た
。ま
も
な
く
ウ
ィ
ン
タ
ー

シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
は

12
月
17
日
㈮
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
り

ま
せ
ん
か
。

右は「日日有財」、下は「招財進寶」の春聯。

（ショウ イリン）

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事
務
局

（
仙
北
市
企
画
政
策
課
内
）
☎
43ｰ

１
１
１
２

　
仙
北
市
で
は
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
と
は
？

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報

次�

回
予
告
▼
▼
第
２
回
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
情
報（
12
月
16
日

号
予
定
）で
は
、
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

vol.1
と
も
に
輝
く

と
も
に
輝
く
社
会
へ

社
会
へ  
認
め
合
い
広
げ
よ
う

認
め
合
い
広
げ
よ
う
理
解
の
輪

理
解
の
輪

わた
しのア

クション宣言
！

問合せ
　
固
定
的
な
男
女
の
役
割
や
過
去
の
経
緯
か
ら
、
男
女
の

間
に
生
じ
て
い
る
差
を
解
消
す
る
た
め
に
自
主
的
か
つ
積

極
的
な
取
り
組
み
を
宣
言
し
ま
す
！

ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言

西宮三春西宮三春さんさん
仙北市男女共同参画推進委員会・会長仙北市男女共同参画推進委員会・会長

1010Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

　さて、去る10月16日・17日に開催した台湾祭にはたくさんの方に
参加していただきました。本当にありがとうございました。参加してく
ださった方は楽しんでいただけたでしょうか？台湾祭の様子や紹介は前
回の広報で紹介しましたので、割愛させていただきます。
　今回は台湾祭を通じての私の所感を伝えます。
　普段は私が知っている台湾のことを日本の方に伝えていますが、台湾
祭のご縁でお会いできた秋田県各地の方々は、私が知らない台湾のこと
をたくさん教えてくれました。旅行の思い出、仕事上で出会った台湾人、
好きな台湾俳優など、皆さまの心の中の台湾を知ることができて、とて
も嬉しかったです。
　そして、台湾好きな人がたくさんいることも知り、なおびっくりでした。
このような交流を大事にしていきたい、と台湾祭を通じて一番強く思い
ました。これからも活動を継続していきたいです。
　来場した皆さまから書いていただいたアンケートはすべて拝見しまし
た。的確な意見を優しく伝えてくれた方が大多数でした。イベントとし
て至らない点も多々ありましたが、これらの反省点は以降の活動に活か
します。その中に飲食出店をもっと増やしてほしい、飲食スペースを設
けてほしいとの声を多くいただきましたが、残念ながら今回は感染症対
策などの理由により、それらのことができませんでした。早く大規模な
イベントが心配なく開催できる日が来るよう心より祈っております。
　そして、この場を借りてお礼を申し上げたい方々がいます。台湾祭を
企画したのは私ですが、かたちにしてくれたのは台湾祭関係者の皆さま
です。その中に特にお礼を申し上げたいのは、仙北市国際交流協会の皆
さまです。差し伸べられた手がいつも暖かくて、何度も助けられました。
もう感謝しかないです。そして、来場の皆さまがあってこその台湾祭と
強く思っています。素晴らしいイベントにしていただきありがとうござ
います。
　これからも台湾関連体験・講座を企画していきますので、ご参加をお
待ちしています。

※�台湾祭で販売を行った台湾雑貨ブースは引き続き角館樺細工伝承館に置かせて
いただきます！近日公開、乞うご期待 !!

第第1111回回

　皆さん、まめでらが？
　こちらは冬支度で季節のめぐりを感じた、仙北市
国際交流員の黄敏（ファンミン）です。秋田に来た
当初は、灯油の買い出しや、冬タイヤの交換はただ
面倒くさいと感じていましたが、秋田で体験する三
回目の冬にして、些細な手間も愛しく感じてきまし
た。今年はどういう冬になるか楽しみです。

ご来場ありがとうございました！

運営サポートしてくれた仙北市地域おこし協
力隊員の東風平蒔人さん

今回の台湾祭を企画した黄敏（ファンミン）
です !

台湾書道体験を担当する仙北市地域おこし協
力隊員の鐘偉倫（ショウ・イリン）さん

台湾書籍を紹介している仙北市地域おこし協
力隊員の中山里沙さん

\\
東

風
平さん

東

風
平さん //

\\ ショウさん

ショウさん
//

\\ 中山

さん

中山

さん
//
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同
窓
会
副
会
長
の
鈴
木
健
祐
さ
ん
は
「
石
に

描
く
の
は
初
め
て
。
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
く
て

悩
ん
だ
け
ど
自
分
な
り
の
発
想
で
最
後
ま
で
描

く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
室
終
了
後
に
講
師
を
務
め
た
生
涯

学
習
奨
励
員
の
新
山
正
雄
さ
ん
に
感
想
を
伺
う

と
「
皆
さ
ん
の
配
色
が
素

晴
ら
し
い
。
失
敗
し
て
も

塗
り
な
お
せ
る
の
が
い
い

と
こ
ろ
。
一
緒
に
過
ご
す

時
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
窓
生
と
奨
励
員
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
制
作

し
て
い
る
様
子
や
、
友
だ

ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
嬉
し
そ
う
な
姿
が
見
ら

れ
、
充
実
し
た
一
日
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

水
の
落
差
を
利
用
し
て
発
電
す
る
チ
ェ
コ
製
の
水
車
発
電

機
。

　
生
保
内
小
・
中
学
校
の
卒
業
生
で

在
日
韓
国
人
２
世
の
河
正
雄
（
ハ
・

ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
さ
ん
が
、
仙
北
市
の

文
化
振
興
と
観
光
行
政
の
発
展
に

と
御
座
石
神
社
駐
車
場
前
の
市
公

園
敷
地
内
に
「
ふ
る
さ
と
の
碑
」
を

建
立
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
河
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
各
母
校
の

後
輩
の
た
め
に
と
生
保
内
小
学
校

に
「
陽
だ
ま
り
の
像
」、
同
中
学
校

に
「
情
憬
の
像
」
を
寄
贈
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
田
沢
湖
図
書
館
の
河
正
雄

文
庫
の
図
書
や
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
に
も
貴
重
な
美
術
作
品
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
建
立
除

幕
式
に
は
、
河
さ
ん
の
ご
親
族
の
ほ

か
、
同
級
生
や
知
人
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
除
幕
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
ふ

る
さ
と
の
碑
建
立
の
会
発
起
人
代

表
で
友
人
の
安
部
哲
男
さ
ん
か
ら

河
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
河
さ
ん
は
「
仙
北
市
の
文
化
振
興

と
観
光
行
政
発
展
の
た
め
に
寄
与
・

貢
献
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、
こ
の
像

が
共
生
社
会
の
礎
と
し
て
、
韓
日

友
好
の
と
も
し
び
と
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

河
正
雄
さ
ん
が
記
念
碑
を
建
立
・
寄
贈

市
の
文
化
振
興
と
観
光
行
政
の
発
展
に

左から河さんの奥様・尹昌子（ユン・チャンジャ）さん、河さん、駐
仙台韓国総領事館の李昌勲（イ・チャンフン）副総領事、門脇前市長、
安部哲男さん、浅利利美さん。

ふるさとの碑には、河さんが詠んだ碑文の句「ふるさとを 田沢
と呼ばれ 彼岸花」が刻まれています。

　
10
月
14
日
、
田
沢
湖
田
沢
地
区

で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
二
つ

の
水
力
発
電
所
が
完
成
し
、
仙
北

水
力
発
電
株
式
会
社
（
佐
藤
育
男

代
表
取
締
役
）
が
竣
工
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
の
は
鶴
の
湯
温
泉

近
く
を
流
れ
る
先
達
川
沿
い
の

鶴
の
湯
水
力
発
電
所
（
最
大
出

力
１
９
９
ｋ
Ｗ
）
と
、
秋
扇
湖
近

く
を
流
れ
る
小
野
草
沢
沿
い
の
小

野
草
水
力
発
電
所
（
最
大
出
力

３
２
５
ｋ
Ｗ
）。
年
間
発
電

量
は
、
両
発
電
所
を
合
わ
せ

る
と
一
般
家
庭
の
１
１
０
０

世
帯
分
に
相
当
し
ま
す
。
固

定
価
格
買
取
制
度
を
活
用
し

て
電
力
会
社
へ
の
売
電
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
収
益

の
一
部
は
地
域
振
興
基
金
と

し
て
地
域
活
性
化
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
仙
北
市

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

両
発
電
所
は
平
成
26
年

に
調
査
を
開
始
し
、
平
成
28

年
に
地
元
の
有
志
が
中
心

と
な
っ
て
仙
北
水
力
発
電
株

式
会
社
を
設
立
。
同
社
と
兵

庫
県
神
戸
市
の
シ
ン
・
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
が
技
術
支

援
を
行
い
計
画
を
進
め
て
い

鶴
の
湯
・
小
野
草
水
力
発
電
所
が
完
成

水
資
源
の
豊
か
な
仙
北
市
に

ま
し
た
。
途
中
で
送
電
設
備
の
容

量
が
不
足
す
る
問
題
が
発
生
し
ま

し
た
が
昨
年
６
月
に
建
設
に
着
工
、

今
年
の
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
工
事
を
行
っ
た
株
式
会
社
西
宮

組
の
西
宮
幸
実
取
締
役
相
談
役
は

「
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
こ
う
し
て

完
成
し
た
こ
と
に
感
無
量
。
鶴
の

湯
温
泉
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
で

施
工
し
や
す
か
っ
た
。
工
事
で
は

自
然
に
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
、
水

の
落
差
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電

す
る
の
で
自
然
に
優
し
い
」
と
完

成
を
喜
び
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
関
係
者
約
80
人
の

ほ
か
、
チ
ェ
コ
製
の
水
車
発
電
機

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
チ
ェ

コ
共
和
国
駐
日
特
命
全
権
大
使
の

マ
ル
チ
ン
・
ト
ム
チ
ョ
氏
も
出
席
。

　
佐
藤
代
表
取
締
役
は
あ
い
さ
つ

で
「
米
ど
こ
ろ
の
秋
田
で
水
の
価

値
、
水
の
あ
り
が
た
み
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
価
値
に
つ
い

て
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、「
地
元
自
ら
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
の

た
め
の
水
力
発
電
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
仙
北

地
域
の
水
力
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

地
域
を
振
興
、
活
性
化
す
る
こ
と

に
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
門
脇
前
市
長
は
「
取
り
組
み
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
小
さ
な
成

功
事
例
を
志
の
あ
る
皆
さ
ま
と
一

緒
に
積
み
上
げ
、
国
を
変
え
る
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
の
発
信
拠
点
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
社
は
新
た
に
「
あ
き

た
仙
北
水
力
発
電
株
式
会
社
」
を

設
立
す
る
予
定
で
、
玉
川
地
内
の

国
有
林
野
に
濁
沢
第
1
・
第
2
発

電
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大舞台を振り返って、出場報告をする佐藤選手。

　
10
月
16
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
で

同
窓
生
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
る
「
せ
ん
ぼ
く

桜
ス
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス

ク
ー
ル
は
年
３
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
ボ
ッ
チ
ャ
や
ヨ
ガ
、
太
極
拳
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
最
後
の
開
催
と
な
る
今
回
は
同
窓
生
17

人
が
参
加
。
講
師
に
生
涯
学
習
奨
励
員
９
人
を

迎
え
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
１
人
２
個
ず
つ
石
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か

ら
。
一
人
ひ
と
り
手
に
と
る
石
の
大
き
さ
や
形

は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
次
の
色
塗
り
の
工
程
で
は
、

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
り
、

う
ま
く
色
を
重
ね
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
苦
戦
す

る
同
窓
生
も
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
皆
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
補
助
に
よ
っ
て
、自
分
の
イ
メ
ー

ジ
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
ニ
ス
を
塗
っ
て
完
成
で
す
。

石
の
形
を
う
ま
く
活
か
し
た
、
色
と
り
ど
り
で

発
想
力
豊
か
な
作
品
が
並
び
ま
す
。

せんぼく桜スクール
「ストーンアート教室」

石の形から何がみえる？

　
７
月
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
に
出
場
し
た
佐
藤
彩

乃
選
手
（
秋
田
病
理
組
織
細
胞
診
研
究
セ
ン

タ
ー
所
属
）
が
10
月
29
日
、
市
役
所
角
館
庁

舎
を
訪
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
日
本
代
表
選
手
団
公
式
服
装
の
白
の
キ
ュ

ロ
ッ
ト
に
紺
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
た

佐
藤
選
手
は
、
市
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ

る
中
、
笑
顔
で
訪
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
佐
藤
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
自
分
が
求
め
て
い
た
結
果
に
は
な
ら
な

佐
藤
彩
乃
選
手
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
報
告

感
動
を
あ
り
が
と
う

か
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
応
援

が
あ
り
、
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
今
後

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
経
験
を
生
か
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
同
種
目
で
は
、
惜
し
く
も
決
勝

進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
舞
台

で
艇
を
進
め
る
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
佐
藤
選
手
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う

と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
楽
し
い
こ
と

だ
け
で
な
く
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
は
、
結

果
に
つ
な
が
り
、
自
分
が
目
指
し
て
い
る
夢

へ
の
近
道
に
な
る
。
自
分
が
や
り
た
い
と
思

う
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

（写真上）イメージ通りの仕上がりになるように表情も真
剣です。

（写真下）生涯学習奨励員の皆さんのアドバイスで順調に
作業を進める同校の同窓生。

花
束
が
贈
ら
れ
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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こ
の
表
彰
は
、
仙
北
市
で
多
年
に
わ

た
り
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
機

運
の
醸
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、

仙
北
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
貢

献
し
て
き
た
方
な
ど
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に

よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
種
類
は
、
個
人
の
部
、
企
業
・

団
体
の
部
と
２
種
類
あ
り
、
今
年
度
は

坂
本
佐
穂
さ
ん
（
個
人
）、
株
式
会
社
安

藤
醸
造 

代
表
取
締
役
社
長 

安
藤
大
輔
さ

ん
（
企
業・団
体
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

坂
本
佐
穂
さ
ん（
個
人
）と

㈱
安
藤
醸
造（
企
業
・
団
体
）が
受
賞

原
木
か
ら
な
め
こ
を
採
る
児
童
（
右
）。

　

10
月
29
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
角
館
町
外
ノ
山
で
の

活
動
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の

豊
か
な
自
然
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
、
秋
田
森
林
管
理
署

の
協
力
の
も
と
里
山
遊
び
を

企
画
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
小
学
部
の
児
童
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
空
が
広
が
る
当
日
、
徒

歩
で
学
校
を
出
発
し
、
疲
れ

た
様
子
も
な
く
外
ノ
山
遊
々

の
森
に
着
い
た
児
童
た
ち
は
、

ま
ず
は
じ
め
に
き
の
こ
の
ほ

だ
場
に
。
一
昨
年
に
児
童
た

ち
が
植
え
つ
け
た
ほ
だ
木
に

は
な
め
こ
が
た
く
さ
ん
生
え

て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は
夢

中
に
な
っ
て
採
り
、
袋
に
入

れ
た
な
め
こ
を
見
な
が
ら
満

足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　
次
に
山
道
の
落
ち
葉
拾
い
。

大
小
色
と
り
ど
り
の
葉
っ
ぱ

を
思
い
お
も
い
に
拾
い
集
め

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
同

管
理
署
の
尾
前
幸
太
郎
署
長

が
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
ち
ゃ
ん
」

の
紙
芝
居
を
披
露
す
る
と
児

童
た
ち
は
真
剣
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
同
校
小
学
部
６
年
の
松
本
彩

乃
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
一
緒
に

き
の
こ
を
採
り
、
葉
っ
ぱ
を
拾

う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

右から同推進委員会の西宮三春会長、㈱安藤醸造の代理で出席し
た安藤雅子さん、坂本佐穂さん、門脇前市長。

　

10
月
16
日
、
令
和
３
年

度
６
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
大

会
及
び
秋
季
研
修
大
会
が

大
館
市
高
館
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
澤
山
心
咲
（
仙

北
市
ジ
ュ
ニ
ア
）・

柏
谷
愛
美
（
秋
田
市

ジ
ュ
ニ
ア
）
ペ
ア
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

女
子
４
年
生
以

下
の
部
に
26
ペ
ア

優
勝
し
た
澤
山
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小
４
年
）
と

柏
谷
さ
ん
（
左
・
川
尻
小
４
年
）
ペ
ア
。

令和3年度 6年生シングルス大会
及び秋季研修大会

澤山・柏谷ペアが
見事優勝 !

が
出
場
し
た
今
大
会
、
澤

山
・
柏
谷
ペ
ア
は
、
順
当

に
勝
ち
進
み
、
見
事
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。

　
第
49
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展
が
角

館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
知

事
賞
に
佐
藤
大
さ
ん
の
作
品
「
茶
筒
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は
じ
め
樺
細

工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
の
部
に
19
点
、

一
般
品
の
部
に
29
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
高
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
さ
ん
は
「
茶
筒

の
外
側
だ
け
で
な
く
、
蓋
の
閉
ま
り
具
合
や

内
側
も
丁
寧
に
仕
上
げ
た
。
今
後
も
今
ま
で

第
49
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

茶
筒
／
佐
藤
大

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

臼
型
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

仙
北
市
長
賞  

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
米
沢
研
吾

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

茶
筒
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

銀
系
皮
茶
筒
二
本
帯
付
き
／
藤
村
浩
美

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

reconstructions

（
再
構
築
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

小
箱
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

コ
ロ
コ
ロ
ス
タ
ン
ド
／
㈱
八
柳

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

二
段
小
物
入
れ
／
㈱
藤
木

伝
四
郎
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

小
箱
／
三
浦
勇

 

田
口
鉄
蔵
賞  

茶
筒
／
佐
藤
大

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

傘
立
て
／
㈱
八
柳

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

茶
筒
／
荒
川
慶
太
郎

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

小
箱
／
㈱
八
柳

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

花
器
「
葉
炎（
よ
う
え
ん
）」／
角
館
工
芸
協
同
組
合

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

Essence

／
㈲
冨
岡
商
店

秋田県知事賞を受賞した佐藤さんの作品「茶
筒」。白っぽい「ちらし皮」と茶色の皮を交
互に巻いたデザインが特徴。

作
り
あ
げ
た
も
の
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・
受
賞
者
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

表彰式で表彰を受ける佐藤さん（左）。

　
10
月
30
日
、
株
式
会
社
伊
藤

園
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
角
館
里
山
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
仙
北
市
の

３
者
に
よ
る
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
者
に
よ
る
「
里
山
地
域
貢
献
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
」
の
事
業
の
一
つ
で
、
昨
年
よ
り
里

山
の
環
境
保
全
活
動
や
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
植
樹
の
場
所
は
、
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
な
ど
の
木
々
が

色
づ
く
七
面
山
。
ロ
ー
ソ
ン
岩
瀬
角
館
店
の
裏
手

に
鎮
座
す
る
低
山
で
す
。
植
樹
に
先
立
ち
周
辺
の

刈
払
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
約
20
人
に

よ
っ
て
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
角
館
が
大
好
き
で
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
て
い
た

と
い
う
株
式
会
社
伊
藤
園
・
北
東
北
地
区
営
業
部

の
阿
部
浩
典
地
区
部
長
は
「
特
に
桜
の
時
期
が
好

き
。
桜
の
咲
く
頃
は
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
微
力
な
が
ら
今

回
植
樹
を
し
て
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
参
加
者
は
桜
の
成

長
と
、
桜
の
時
期
の
ま
ち
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く

る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
植
樹
し
ま
し
た
。

３者でベニヤマザクラを植樹
里山地域貢献パートナー協定事業

どんな花を咲かせてくれるのか成長が楽しみです。

里
山
遊
び
で
自
然
を
満
喫

角
館
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
画

　角館樺細工伝承館に、このほど新たに寄贈された
「本尊殿」と「大絵馬」が展示されています。この
二点は角館町中川地区にある八幡神社屋内に安置さ
れていたもので、管理家社守であった鈴木瞭司さん
のご親族よりご寄贈いただきました。
　本尊殿は高さ約 1.5 メートル、切妻造平入り様式の
軒下三手組物。丁寧で精巧な造りに目を奪われます。
　制作者は、大仙市出身の宮大工・髙橋市蔵（通称・
円満造さん）。秋田県の代表的な民謡の一つ、ドン
パン節の元唄「円満造甚句」の生みの親でもありま
す。円満造さんは仙北市をはじめ北東北を中心に社

善意ありがとうございます

鈴木瞭司さんのご親族が寄贈
円満造さんと平福穂庵の作品を展示 寺やお堂の制作を手がけています。

　大絵馬は 1872（明治 5）年に奉納されたもので、
作品名は「八幡太郎義家と弓弭の泉」。
　作者は仙北市出身の画家・
平福穂庵です。前九年の役で
源義家が弓弭（ゆはず・弓の
両端の弦をかけるところ）を
岩にさす様子が描かれていま
す。
　両寄贈品はどのような経緯
で八幡神社に納められたのか
は不明ですが鈴木さんが代々
大切に受け継いで守ってきた
ものです。展示は通年してい
ますので、ぜひご覧ください。 平福穂庵の大絵馬

髙橋市蔵作「本尊殿」

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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おしらせおしらせナビナビ
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相
談
相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

コ
ロ
ナ
関
連

つ
な
ぐ

日
時

会
場

入
場
無
料
で
す
が
仙
北
市
民
限
定
で
す

入
場
無
料
で
す
が
仙
北
市
民
限
定
で
す

令
和
３
年

　月   

日︵
日
︶午
後
２
時

出
演

浅
野
沙
樹・加
藤
幸
憲・冨
岡
久
美
子・髙
橋
真
理
香

角
館
高
校
飾
山
囃
子
部︵
V
T
R
出
演
︶

仙
北
市
民
会
館

令
和
３
年
度
仙
北
市
民
会
館
自
主
事
業

28

11

当
日
会
場
に
来
ら
れ
る
方
は
市
民
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

第
26
回
大
会
日
本
一

第
27
回
大
会
日
本
一

第
29
回
大
会
日
本
一

第
32
回
大
会
日
本
一

市民以外の方、 または当日

会場に来られない方は下の

QRコードからご覧ください。

ABSのYouTube

チャンネルでLive

配信します。

仙北市民会館自主事業
「つなぐ・生保内節」
開催のお知らせ

【日時】11月28日 日 14:00開演（13:30
開場）

【場所】仙北市民会館
【出演】 ▼浅野沙樹（第26回大会日本一）  

▼加藤幸憲（第27回大会日本一） ▼冨
岡久美子（第29回大会日本一） ▼髙橋
真理香（第32回大会日本一） ▼角館高
校飾山囃子部（VTR 出演） ▼生保内節
を練習している子どもたち

【入場料】無料（ただし、仙北市民限定）
【その他】 ▼当日会場に来られる方は市民

であることがわかるものをお持ちくだ
さい。（免許証など） ▼市民以外の方、
または当日会場まで来られ
ない方は右の二次元コード
からご覧ください。（ABS
の YouTube チャンネルで
ライブ配信します）

【問合せ】仙北市民会館  ☎43-3143

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】11 月 24 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットな
ど多重債務のご相談  ▼中小企業・個人
事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい
者に関するご相談  ▼交通事故に関する
ご相談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくだ
さい。相談に必要と思われる資料があ
りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

ライブ配信は
こちらから

無料人権・困りごと
特設相談所
　悩みごと・困りごとはありませんか？
人権擁護委員が相談に応じます。相談無
料、秘密厳守。ひとりで悩まず相談して
ください。

【日時】12月1日水 10:00 ～ 15:00
【場所】田沢湖総合開発センター・市役所

角館庁舎1階会議室・仙北市社会福祉協
議会西木支所

【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局
　☎0187-63-2100  ▼みんなの人権110

番 ☎0570-003-110  ▼子どもの人権
110番 ☎0120-007-110  ▼女性の人
権ホットライン ☎0570-070-810

【人権擁護委員】《角館地区》 ▼黒澤福子
（山谷川崎） ▼茂木一代（小勝田） ▼千葉
悟見（薗田）《田沢湖地区》 ▼竹田幸博

（生保内） ▼田口陽三（生保内） ▼伊藤政
和（神代）《西木地区》 ▼伊東和子（桧木
内） ▼佐藤よし子（西明寺）

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

折り紙とお話の会（毎月第4土曜日）
クリスマス飾りを作ろう !!

【日時】11月27日土  9:30 ～ 11:30
【場所】中央公民館
【定員】先着10人程度
【参加料】無料
【申込期限】11月24日水

【その他】参加される方はマスクを着用し
てください。

【申込・問合せ】ボランティアグループひ
まわりの会 代表 伊藤厚子

　☎090-6683-6699

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

セルフリンパケアの
ご案内
　日頃、身体がスッキリしない・足が重た
い・むくみなど感じていませんか？ご自分・
ご家族の健康維持に手軽にできるリンパ
ケアを体験してみましょう。

【日時】11月27日 土 10:00 ～ 11:00
【場所】神代就業改善センター
【定員】20歳以上の男女 10人（要申込）
【参加料】無料
【持ち物】腿まで楽に上がるズボン・フェ

イスタオル3枚・筆記用具
【申込・問合せ】健康スマイル事務局 鈴木 
☎090-3360-2917

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

スマートフォン
操作体験会
　スマートフォンを購入して使い方を学び
たい、スマートフォンを持っているがもっ
と活用したいなどと考えている方向けにス
マートフォンの操作体験会を開催します。
体験会用のスマートフォンをこちらで用意
して体験会を行いますので、スマートフォンをお持ちでない方も、気軽にご参加ください。
※新型コロナウイルス感染症の状況などにより、日程の変更や中止となる場合があります。
※体験会の内容は各回同じ内容です。

【期日・場所】①12月16日 木 ・田沢湖公民館　②令和4年1月19日 水・角館公民館
【時間】①②いずれも ▼ 11:00 ～ 13:00  ▼ 14:00 ～ 16:00 の1日2回、計4回開催
【対象】秋田県内にお住まいの65歳以上の方
【定員】10人（各回定員に達した時点で募集を終了します）
【参加料】無料
【申込・問合せ】特定非営利活動法人秋田県南 NPO センター（南部市民活動サポートセ

ンター）  ☎0182-33-7002

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　11 月 1 日月 ～ 30 日火 までの 1 か月間、指名手配被疑者捜査強化月
間となっています。8月末現在、全国の警察から指名手配されている人は、
凶悪事件などで特に警察庁が指定している重要指名手配被疑者を始めと
して、約 570 人に上っています。これらの被疑者は、殺人、強盗など
の凶悪事件のほか、暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領などの事件に関して
指名手配されており、再び犯行を行うおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定したうえで、11 月中に全
国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これら被疑者の早期検
挙に取り組んでいるところです。この指名手配被疑者の発見に向けた捜
査活動には、国民の皆さんのご協力がぜひとも必要です。指名手配被疑
者によく似た人を見かけたといった情報など、どんなわずかなことでも
結構ですので、警察に通報していただくようお願いします。

【問合せ】仙北警察署  ☎53-2111

令令和和３３年年８８月月末末現現在在、、全全国国のの警警察察かからら指指名名手手配配さされれてていいるる者者はは、、凶凶悪悪事事件件なな

どどでで特特にに警警察察庁庁がが指指定定ししてていいるる重重要要指指名名手手配配被被疑疑者者をを始始めめととししてて、、約約５５７７００人人にに

上上っってていいまますす。。

ここれれららのの被被疑疑者者はは、、殺殺人人、、強強盗盗等等のの凶凶悪悪事事件件ののほほかか、、

暴暴行行、、傷傷害害、、窃窃盗盗、、詐詐欺欺、、横横領領等等のの事事件件にに関関ししてて指指名名

手手配配さされれてておおりり、、再再びび犯犯行行をを行行ううおおそそれれががあありりまますす。。

警警察察でではは、、特特にに重重大大なな犯犯罪罪のの被被疑疑者者をを選選定定ししたた上上でで、、

1111月月中中にに全全国国警警察察のの総総力力をを挙挙げげてて追追跡跡捜捜査査をを行行ううこことと

ととしし、、ここれれらら被被疑疑者者のの早早期期検検挙挙にに取取りり組組んんででいいるるととこころろでですす。。

『『変変だだなな！！似似てていいるるなな！！』』 とと思思っったたらら迷迷わわずず通通報報をを！！

指指名名手手配配被被疑疑者者はは、、日日常常生生活活にに紛紛れれてて逃逃走走をを続続けけてていいまますす。。

ももししかかししたたらら皆皆ささんんのの周周りりにに、、指指名名手手配配被被疑疑者者がが潜潜んんででいいるるかかももししれれまませせんん。。

警警察察でではは、、情情報報提提供供ししてて

いいたただだいいたた方方にに、、御御迷迷惑惑がが

かかかかららなないいよようう細細心心のの注注意意

をを払払っってていいまますす。。積積極極的的なな

情情報報提提供供ををおお願願いいししまますす。。

警警察察でではは、、情情報報提提供供ししてて

いいたただだいいたた方方にに、、御御迷迷惑惑がが

かかかかららなないいよようう細細心心のの注注意意

をを払払っってていいまますす。。積積極極的的なな

情情報報提提供供ををおお願願いいししまますす。。

是是非非一一度度、、最最寄寄りりのの警警察察署署・・交交番番のの掲掲示示板板やや

全全国国警警察察ののイインンタターーネネッットトホホーームムペペーージジをを御御覧覧

くくだだささいい。。

不不審審なな人人物物・・車車やや指指名名手手配配被被疑疑者者にによよくく似似たた

人人をを見見かかけけたたとといいっったた情情報報ななどど、、どどんんななわわずずかかなな

ここととででもも結結構構でですすののでで、、警警察察にに通通報報ししてていいたただだくく

よよううににおお願願いいししまますす。。

警察では、情報提供し
ていただいた方に、ご
迷惑がかからないよう
細心の注意を払ってい
ます。積極的な情報提
供をお願いします。

秋田県警
ホームページ

仙北市 SDGs　  川柳コンクール　  （最終6次募集）
　様々なメディアで取り上げられ、目にする機会
が多くなった SDGs（ｴｽﾃﾞｨｰｼﾞｰｽﾞ）ですが、仙北
市は SDGs があまり知られていなかった平成 30
年度に「SDGs 未来都市」として、全国 29 自治体
の一つに選ばれました。全国に誇るべきこの地に
住む皆さんの SDGs に関する思いや意識を、ぜひ

「川柳」で表現してください !!
※ 6 月から 5 回にわたって募集してきた川柳は、今回で最後の募集になります。

【応募資格】 ▼仙北市在住の方  ▼仙北市内の学校に通学している方  ▼仙北市内の企業な
どにお勤めの方

【応募方法】必要事項をご記入のうえ、メール・FAX・郵便などで、事務局へお送りください。

▼一人何点でも応募できます。 ▼未発表のオリジナル作品に限ります。 ▼応募作品は、
SDGs の普及啓発のため、市が広報などで活用します。

【必要事項】①氏名 ②住所 ③学校名または勤務先 ④電話番号 ⑤川柳 ⑥公表用氏名または
ペンネーム ⑦年齢 ⑧該当する SDGs のゴール番号（“SDGs 全般 ” でも可） ⑨作品に関す
るコメントなど  ※①～④の個人情報は、賞品の受け渡しのために使用し、公表しません。

【募集期間】11月30日火 まで受付分  ※最終選考は、１～５次の選考通過作品を含めて審
査員および投票（WEB など）によって選考します。投票期間は12月1日水 ～ 20日月 。

【賞品】 ▼《最優秀賞》図書カード5,000円分（1名様）  ▼《優秀賞》同3,000円分（1名様）  

▼《仙北市長賞》同2,000円分（１名様）  ▼《特別賞》同1,000円分（１名様）
【作品発表】広報せんぼく1月16日号と仙北市ホームページに選考作品を掲載します。
【問合せ・応募先】仙北市地方創生・総合戦略室（〒014-1298 仙北市田沢湖生保内字宮

ノ後30）  ☎43-3315  FAX 43-1300  E-mail sousei@city.semboku.akita.jp

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

【5次選考通過作品】※応募総数13作品中

あやめさん（12歳）クニマスよ 水槽飛び出し 田沢湖へ

【作者コメント】クニマス未来館に行った時に、水槽を狭そうに泳いでいるクニマスを見ました。きれいな田
沢湖に戻して、クニマスや他の沢山の生き物が育つことができるようにしてほしいです。《図書カード贈呈》

▶ ゴール15

佐藤明夫さん（68歳）家族みな SDGsが 合言葉

【作者コメント】まだまだ浸透していない SDGs。まず、家族にこの言葉を知ってもらい、実践する仲間を増
やしていくことが大切ですね。《図書カード贈呈》

▶ ゴール17

「川柳」とは…五・七・五を基本と
した短詩。俳句には季語や切れ字

（「や」「かな」「けり」など）を用いる
のに対し、川柳には必要がありま
せん。ルールにとらわれない自由
な表現・作品をお待ちしています。

11月30日（いいみらい）は
「年金の日」です !!

　厚生労働省では、「国民一人ひとり、『ね
んきんネット』などを活用しながら、高齢
期の生活設計に思いを巡らせていただく
日」として、11 月 30 日 ( いいみらい）を「年
金の日」としています。この機会に、ご自
身の年金記録や年金見込額を確認し、将
来の生活設計について考えてみませんか。

【ねんきんネットの活用】パソコンやス
マートフォンからいつでもご自身の年
金記録を確認できるほか、▶将来の年
金見込額の試算  ▶電子版「ねんきん定
期便」の閲覧  ▶受給に関する各種通知
書の確認など様々な機能がご利用いた
だけます。

【利用方法】 ▼マイナポータル
からログイン  ▼日本年金
機構のホームページからロ
グイン  

【問合せ】大曲年金事務所 ☎0187-63-
2296（音声ガイダンスが流れますの
で、番号「１」→「２」の順でお選びく
ださい）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ねんきん
ネット

令和3年第11回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお薬の
ことなら何でも相談にのります。お気軽
にご相談ください。

【日時】11月30日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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談
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談
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広報 11 月 1 日号の一部に誤りがありま広報 11 月 1 日号の一部に誤りがありま
した。次のとおり訂正してお詫び申し上した。次のとおり訂正してお詫び申し上
げます。げます。

訂正とお詫び

▼ 23ページ（旬な情報チャンネル・角館23ページ（旬な情報チャンネル・角館
防犯巡回隊が秋田県知事表彰を受賞）防犯巡回隊が秋田県知事表彰を受賞）

誤 吉田愼一さん吉田愼一さん 正 隊長の隊長の
吉田愼一さん吉田愼一さん

誤 副隊長副隊長
狐崎隆さん狐崎隆さん 正 事務局の事務局の

狐崎隆さん狐崎隆さん
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11/
１６ 火

●オレンジカフェ（下延住民センター 14:00 ～ 16:00） 11/1･P14

●大腸がん検診（詳しい時間、場所は広報 11 月 1 日号 15 ページをご覧ください） 11/1･P15

12月5日まで  

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 11/1･P17

１７ 水

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00、角館郵便局 14:00 ～ 16:00）
11/1･P14

●えくぼの会（健康管理センター 10:00 ～ 14:00） 11/1･P17

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
11/1･P28

１８ 木
●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 11/1･P17

●献血（詳しい時間、場所は広報 11 月 1 日号 18 ページをご覧ください） 11/1･P18

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P27

１９ 金 ●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 11/1･P13

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 11/1･P17

２０ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 11/1･P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 11/1･P11

●オレンジカフェ（グループホームひまわり 14:00 ～ 16:00） 11/1･P14

●「おらほの手作り展示会」&「わいわい市場」（中川コミュニティセンター会議室 10:00 ～
16:00 ※ 21 日は 15:00 まで） 11/1･P27  21日まで  

２１ 日 ●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30） 11/1･P14

●令和 3 年度せんぼく創業・経営塾（仙北市商工会西木出張所 9:30 ～ 16:30） 10/16･P13

２２ 月 ●生活習慣病予防教室（高血圧）（詳しい時間、場所は広報 11 月 1日号 16 ページをご覧ください）
11/1･P16

２３ 火 ●ソープカービング教室Ⅲ（角館公民館 9:30 ～ 12:00） 11/1･P10

２４ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P16

●年賀状の書き方教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 11/1･P10

●好きなことから始めてみる女性のための起業・副業セミナー（市役所田沢湖庁舎 3 階第
1 会議室 13:30 ～ 15:30） 11/1･P27

２５ 木 ●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 11/1･P17

２６ 金

●フランスパンコロッケ作り教室（旧石黒（恵）家 10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30）
11/1･P10

●あつまれ !  0 歳児 ! !（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 11/1･P13

●「支え合いの地域づくり」担い手養成講座（角館庁舎 101・102 会議室 9:30 ～ 11:30　受
付 9:00 ～） 11/1･P14

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 11/1･P27

２７ 土
●クリスマス飾りを作ろう ! !（中央公民館 9:30 ～ 11:30） P16

●セルフリンパケア（神代就業改善センター 10:00 ～ 11:00） P16

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 11/1･P11

２８ 日 ●仙北市民会館自主事業「つなぐ・生保内節」（仙北市民会館 開場 13:30 ～、開演 14:00）
P16

２９ 月

３０ 火 ●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P4

●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P17
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この人にちょっとインタビュー
新型コロナウイルス感染症対策
情報
市役所からのお知らせ
令和 4 年度認定こども園・保育園・
家庭的保育事業 入園案内
仙北市教育委員会だより きたうら
保健と健康の掲示板／にしき園だ
より
みんのつぶやき～もっと台湾が好
きになる～
仙北市地域おこし協力隊コラム／仙
北市男女共同参画情報
旬な情報チャンネル
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー仙北市カレンダー 11/16 火  ～30 火

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
●印刷　㈱仙北印刷所
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FK　せんぼく校の同窓生の
皆さんが行ったストーンアー
ト教室へ。石の形をうまく活
かして標識や車、鬼、かめ･･･

など、私では想像もつかないような作品
の数々。シンプルだけどおもしろいと
思ったのは鼻っぽい形の石をそのまま鼻
にした作品。皆さんの真剣な表情と手元
では色鮮やかな作品ができていく様子。
思わずシャッターを切る回数が多くなっ
た取材でした。

RI　最近アイスを買っては食
べるという行為を繰り返す夢
をよく見ます。なぜこのよう
な夢を見てしまうのか調べた

ところ、自分自身が強く願っていること
が反映されている可能性があるというこ
と。ただ私は歯にしみてしまうので冷た
いものが得意ではありません。ご褒美と
いう方もいるかもしれませんが、私は早
くこの夢から解放されたいです。

SG　広報の取材の面白さは、
初めましての方との出会いと
わからない分野にふれる機会
があることだと感じています。

今号のインタビューで紹介した佐々木
英政さん。初めましてのあいさつの後に
伺った薬用作物の話もまた初めまして。
取材を通して佐々木さんの人柄と仙北
市の農業にふれることができました。記
事は 2 ページ、ぜひご覧ください。

「
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